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● 報告されたトラブル実例

塗装ブース内のLED不点灯が発生する事案が起きました。
フィルター清掃を実施していなかったことから、フィ
ルターが目詰まりし、ブース内の内圧が上昇したこと
で、照明のカバーや LED本体が変形、断線を招いた可
能性が考えられています。

※�有機溶剤予防規則に基づき、事業者は局所排気装置について1年に1回、
定期自主検査を行わなければなりません（検査記録は 3年間保管）

　罰則：50万円以下の罰金（労働安全衛生法）

　�なお、局所排気装置の定期自主検査は専門の技術に加え、測定器を必要
とする点検項目があるため、お客様ご自身での点検は困難となってい
ます。

　定期自主検査を行う際は「清掃」の実施もお薦め致します。　定期自主検査を行う際は「清掃」の実施もお薦め致します。

■分割拡張済

フィルターが目
詰まりを起こす
と、風量が低下
し、塗料ミスト
が塗装ブース内
に充満する危険
性が高まります。

燃焼のばらつきは、失火や不完全
燃焼などが発生する等、不具合の
原因となります。

排気ファンに塗料のミストが堆積す
ると、回転が乱れ、風量の低下や異
音、振動、破損の原因となります。

ベルトにクラック
や摩耗がないか、
またテンションが
正常であるか点検
を行い、必要に応
じて調整・交換を
ご提案いたします。

塗装ブースには、様々な異常に備え
て、安全装置が装備されています。
万が一の際に備えて、各安全装置の
動作確認を実施します。

機器点検、制御
盤 点 検 の 完 了
後、各測定を行
い、その結果を
点検報告書とし
て作成します。

フィルター バーナー 排気ファン

ファンベルト 安全装置 点検報告書

 主な点検項目

※ �また、事業者は有害な業務を行う作業場について、6 ヶ月に 1 回、作業環境測定を実施し、その結果を記録し、保管するこ
とが労働安全衛生法第 65 条第 1 項により、義務付けられています。（罰則：6 カ月以下の懲役、または 50 万円以下の罰金）

異常検知中
原因 信号が入力されました

処置 強制冷却運転を行います


